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皆様方には日頃より、愛知労働局の業務、とりわけ労働

災害防止対策の推進にご理解とご協力をいただき厚くお

礼申し上げます。

さて、愛知県内の労働災害は長期的には減少しており、

昨年の全産業における休業4日以上の災害は5,920件（12

月末現在の未確定値、以下同じ。）と一昨年同期に比べ

43件（1％）減少していますが、死亡災害は55

件と一昨年同期に比べ8件（17％）増加してい

ます。

そして、ビルメンテナンス業におきましては、皆

様方の熱心な災害防止の取り組みもあり、昨

年、愛知県内で発生した休業4日以上の災害

は113件と一昨年同期に比べ3件（3％）減少し

ていますが、大変残念ながら、死亡災害が2件

（一昨年は0件）発生しています。この死亡災害は、建物の

階段の清掃中に下から3段目で足を滑らせて階下まで転落

した災害と、ビルの明り取り用の窓に日よけを取り付ける作

業中に梁から5メートル下の床に墜落した災害で、いずれも

墜落・転落災害で、被災者は70歳代の方でした。次に、休

業4日以上の災害113件を分析しますと、事故の型別では

「転倒」が39件（35%）と最も多く、次いで「墜落・転落」が

32件（28%）で、この2つ型で全体の63%を占めていますし、

被災者の年齢をみると、60歳以上の方が61人（54%）と半

数以上を占めています。

ビルメンテナンス業の労働災害は、発生率が全産業平均

の2倍以上の高率であり、また、発生した災害が死亡・重大

災害であったり、一般の人を巻き込むようなものだと社会的

に大きな注目を浴びるニュースとしてマスコミで取り上げられ、

地域社会や日常生活を脅かす大きな要因として非難を浴

びることになりますし、その対応のために相当

な労力や費用を費やすことになりますので、適

切な労働災害防止対策、特に、清掃作業中の

転倒災害防止対策、高所作業時の墜落・転

落災害防止対策、高年齢労働者対策をとっ

ていただくことが必要です。

一般社団法人愛知ビルメンテナンス協会会

員の皆様方には、「災害ゼロ」を目指して、リス

クアセスメントとリスク低減措置を取ることにより、作業場所

の設備的危険や作業行動による危険をなくすように取り組

むとともに、労働者に対する安全衛生教育、健康診断及び

事後措置を取ることにより、労働者が安心して安全かつ健

康に働くことができる職場づくりに取り組んでいただきますよ

うお願いいたします。

・今月の視点・・今月の視点・
「災害ゼロを目指して」
愛知労働局労働基準部

安全課長 岡田　眞治



平成26年　事故の型別死亡災害
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平成27年1月16日（金）名古屋市中区のアイリス愛知におい
て、協会として初めてとなる新年賀詞交歓会が、会員企業から
125名の参加者を得て、盛大に開催されました。
当日は、来賓として吉本明子愛知県副知事、筒井タカヤ愛知
県議会議員、（一社）愛知県警備業協会松本圭一会長、（公社）
愛知県ペストコントロール協会白木谷唯春副会長、（公社）全国
建築物飲料水管理協会中部支部横井衞支部長及び愛知県ビ
ルメンテナンス協同組合深谷英一郎理事長の6名の方にお越し
いただきました。
交歓会は、川勝総務厚生副委員長の司会進行により、吉田
副会長の開会のことば、加藤会長あいさつの後、吉本副知事、
筒井愛知県議からあいさつをいただき、警備業協会の松本会長
のご発声による乾杯で会の宴が始まりました。
飲む程に交歓の輪は広がり、大いに興趣が盛り上がったところ

で、昨年メジャーデビューを果たしたお掃除ユニット「名古屋
CLEAR‘S」の7人による若さ溢れる歌と踊りのショーが行われ、
会場は更に盛り上がりを見せました。
最後に福岡総務厚生委員長の閉会のあいさつで、無事終了

となりましたが、参加された皆さんは充分に堪能され、素晴らしい
一夜になったのではないでしょうか。会員の皆さんが一同に会し、
交流できる貴重な場であり、今回ご都合がつかず欠席された会
員の皆様、来年は是非ご参加いただければと思います。

新年賀詞交歓会が盛大に
開催されました

2-2  年齢別の発生状況
平成２６年の死亡災害を被災者の年齢別にみると、１９才以
下が３人、２０歳以上２９歳以下が４人、３０歳以上３９歳以下が６
人、４０歳以上４９歳以下が１２人、５０歳以上５９歳以下が９人、６
０歳以上２１人と発生している。
５０歳以上が５４％を占めている。

2-3  事業場規模別の発生状況
平成２６年の死亡災害を事業場の規模別にみると、９人以下

が１１人、１０人以上２９人以下が２３人、３０人以上４９人以下が８
人と５０人未満の小規模事業場で７６％を占めている。

2-4  経験年数別の発生状況
平成２６年の死亡災害を被災者の経験年数別にみると、１年
未満が４人、１年以上５年未満が１３人、５年以上１０年未満が
１８人、１０年以上１５年未満が３人、１５年以上２０年未満が６人、
２０年以上が１１人で、全経験年齢に渡って発生している。

2-5  月別の発生状況
平成２６年の死亡災害を月別にみると、２月が９人と最も多く

なっている。

3　まとめ
平成２６年の死亡災害件数は速報値で、平成２５年の確定値

より１人の増加となり、死亡災害は、長期的には減少傾向である
が、昨年に続き増加となる。

第１２次労働災害防止推進計画の目標は、平成２９年に死亡
者数を４０人下回ること、死傷者数を５年間で１５％削減すること
としており、今後も労働災害防止対策の徹底を図ることとしてい
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   愛知労働局
愛知労働局（局長　藤澤勝博）は、平成２６年に発生した労
働災害による死亡者数（平成２６年１月７日現在速報値、確定は
３月末）を下記のとおり取りまとめた。

記
1 死亡災害の発生状況
平成２６年の愛知県内における死亡災害は５５人となった。
平成２６年の速報値で、平成２５年の確定値より１人の増加と
　なった。

2 死亡災害の特徴
2-1  事故の型別の発生状況
平成２６年の死亡災害を事故の型別でみると、はさまれ・巻き
込まれが１８人、墜落・転落が１３人、交通事故が１２人、激突され
が３人となっており、この４つの型で８４％を占めている。

平成２６年愛知の死亡労働災害発生状況（速報値）
死亡災害（速報値）は前年より１人の増加
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▲吉本明子愛知県副知事 ▲筒井タカヤ愛知県議会議員

▲松本圭一愛知県警備業協会会長 ▲川勝俊邦総務厚生副委員長



研修を所管する厚生労働省から新規従事者と経験者に区分
して研修を行うよう求められ、今後の課題となっていることから、
今回、参加者にこれまでの受講経験を尋ねました。新規受講者
が56名、2回目以上の受講者が50名という結果を得ましたので、
今後の参考とさせていただきます。いずれにしろ来年度以降もよ
り充実した内容で開催したいと思っております。

平成26年11月21日（金）
から23日（日）の3日間、名
古屋市国際展示場（ポート
メッセなごや）において第35
回全国障害者技能競技大
会が開催されました。（11月
28日（金）から12月1日（月）
には、県下8会場で技能五輪全国大会も開催されました。）
本大会では、ビルクリーニング種目を含む24種目の技能競技
及び2種目のデモンストレーション種目に約1,500名の選手・役員
が全国から馳せ参じ、日頃の成果を如何なく発揮し、いずれの種
目においても、熱戦が繰り広げられました。

ビルクリーニング
種目には、当協会も
専門委員及び補佐
員として多数派遣し、
資機材提供も含め
積極的支援を行い
ました。
競技の他にも、障
害者ワークフェアが
同時開催され、様々
なパネル展示や各
種イベントが展開さ
れました。
まさしく障がい者
による障がい者のた

めの一大イヴェントとなりました。
競技の方は、全競技中、愛知県代表が5種目で金賞を獲得す

る等大活躍しました。ビルクリーニング種目においても、愛知県代
表の福富脩平選手（名古屋昭和建物サービス（株））が見事銅
賞に輝きました。
（39名の参加者中、栄えある金賞を受賞されたのは、埼玉県代
表の下村友恵選手でした。）

福富脩平君、おめでとう。この受賞を機に、今後益々ご活躍さ
れますことを心から祈念します。
3日間、お手伝いいただいた専門委員、補佐員のみなさん、応
援に駆けつけてくださったみなさん、本当にごくろうさまでした。
協会では、今後も、障がい者の自立支援のための活動を積極
的に推進してまいりますので、ご理解ご支援をよろしくお願いいた
します。こども絵画コンクール

愛知協会会長表彰式

2-2  年齢別の発生状況
平成２６年の死亡災害を被災者の年齢別にみると、１９才以
下が３人、２０歳以上２９歳以下が４人、３０歳以上３９歳以下が６
人、４０歳以上４９歳以下が１２人、５０歳以上５９歳以下が９人、６
０歳以上２１人と発生している。
５０歳以上が５４％を占めている。

2-3  事業場規模別の発生状況
平成２６年の死亡災害を事業場の規模別にみると、９人以下

が１１人、１０人以上２９人以下が２３人、３０人以上４９人以下が８
人と５０人未満の小規模事業場で７６％を占めている。

2-4  経験年数別の発生状況
平成２６年の死亡災害を被災者の経験年数別にみると、１年
未満が４人、１年以上５年未満が１３人、５年以上１０年未満が
１８人、１０年以上１５年未満が３人、１５年以上２０年未満が６人、
２０年以上が１１人で、全経験年齢に渡って発生している。

2-5  月別の発生状況
平成２６年の死亡災害を月別にみると、２月が９人と最も多く

なっている。

3　まとめ
平成２６年の死亡災害件数は速報値で、平成２５年の確定値

より１人の増加となり、死亡災害は、長期的には減少傾向である
が、昨年に続き増加となる。

第１２次労働災害防止推進計画の目標は、平成２９年に死亡
者数を４０人下回ること、死傷者数を５年間で１５％削減すること
としており、今後も労働災害防止対策の徹底を図ることとしてい
る。

全国協会が主催した「第8回こども絵画コンクール」に本年度も
当協会として協賛するとともに、応募作品（全国で11,680点）の
うち愛知県内からの応募作品688点を対象に愛知協会表彰を
実施しました。
経営ビジョン委員会における審査（今回・日展会員の長谷川仇
先生に審査に加わっていただきました。）の結果、ひらまつ絵画教
室（あま市）の高野悠翔君が最優秀の会長賞に輝きました。
平成26年12月13日（土）11時から同絵画教室で行われた表
彰式には、絵画教室を主宰する平松春夫先生にお立合いいた
だき、当協会から加藤会長、山口理事（経営・ビジョン委員長）、事
務局長が出向き、高野悠翔君に賞状と記念品が贈られました。
併せて、今回同教室から応募いただいた中で銅賞に入賞された
田中美羽さん、佳作に入賞された荒木美嬉さんにも表彰状及び
記念品が贈られました。
なお、同教室からは、全国表彰で金賞（日本建築衛生管理教
育センター賞）受賞者（俵木涼帆さん）も輩出しており、大変な成
果を上げられました。
表彰式当日も教室が開催されておりましたが、家族的な雰囲
気の中、生徒さんたちが伸び伸びと絵筆を取っているのが、印象
的でした。
今後のますますのご活躍をお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   愛知労働局
愛知労働局（局長　藤澤勝博）は、平成２６年に発生した労
働災害による死亡者数（平成２６年１月７日現在速報値、確定は
３月末）を下記のとおり取りまとめた。

記
1 死亡災害の発生状況
平成２６年の愛知県内における死亡災害は５５人となった。
平成２６年の速報値で、平成２５年の確定値より１人の増加と
　なった。

2 死亡災害の特徴
2-1  事故の型別の発生状況
平成２６年の死亡災害を事故の型別でみると、はさまれ・巻き
込まれが１８人、墜落・転落が１３人、交通事故が１２人、激突され
が３人となっており、この４つの型で８４％を占めている。
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▲会長賞 高野悠翔君の作品



行  　 事 　  等

事務局だより事務局だより
厳しい寒さが続いていますが、皆様お元
気にご活躍のことと存じます。
今年度から、決算期が3月となり、事務局

も年度末の整理や来年度事業計画・予算
案の作成など、これから多忙な時期を迎え
ます。
さて、新年賀詞交歓会では、お掃除ユ
ニット「名古屋CLEAR’S」に出演してもら
いましたが、皆様どのような印象を持たれた
でしょうか。
ジェネレーションギャップを感じられた方も
おみえでしょうが、若さ溢れ、そして何より底
抜けに明るく歌い踊る姿は、アベノミクス効
果の恩恵も充分得られず、相変わらず厳し
い経営環境の中懸命に頑張っておられる
皆様に一服の清涼剤となったのではない
かと密かに思っております。今、業界・協会
に最も必要なものは、この明るさなのではな
いのでしょうか。

賛助会コーナー賛助会コーナー

（春分の日）

ビルクリ検定合格発表

建物清掃管理委員会　（宝第一ビル）

第３回職業自立推進運営委員会　（名古屋市役所）

全国協会 平成27・28年度代議員選挙管理委員会　（協会会議室）
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開催場所
出 席 者

主な審議事項

開催日時
開催場所

平成27年1月16日（金）16時30分～
アイリスあいち２階「サフラン２」
加藤会長始め１５名の出席を得て、加藤会長が
議長となり審議を行った。
新年賀詞交歓会について
平成２７年度事業予算について
監事会報告/委員会報告 / 全協報告 / 中部北
陸地区本部報告 / 事務局報告

平成27年1月15日（木）10時30分～
協会事務局会議室
平成 26 年 9月～ 12月に実施した事業、収支の
状況について、大澤、加藤両監事による監査を
実施した。

◆第７回理事会

◆第３回監事会

◆第８回広報委員会

◆第29回愛知県建築物環境衛生管理研究集会第3回幹事会

理事会・各種委員会等

会員の動き 2月１日現在会員数
普通会員　119社　賛助会員　22社

年月 会員名 異動（変更）事項 異動内容
普通会員

27.1 (株)名鉄クリーニング 代表者 新 代表取締役社長 小澤伸一
旧 代表取締役社長 井戸田和彦

開催日時
開催場所

開催日時
開催場所

平成27年1月22日（木）10時～
協会事務局会議室
ビルメンニュース２月号の構成及び会員募集案内
パンフレット等について協議した。

平成27年1月13日（火）10時～
愛知県三の丸庁舎８階801会議室
構成10団体の幹事等18名の参加により、第29回
研究集会の進行・役割分担について最終打合せ
を行った。


